


みなさん「福
ふく
助
すけ
さん」という名前を耳にしたことはありますか。名前は知らな

くても、ふっくらほっぺにちょんまげ姿で、正座をしている人形を見かけたこ
とがある人はいるかもしれません。その名も福助さんは、江戸時代中期頃に誕
生し、幸運をもたらす福の神（ラッキー・ゴッド）として親しまれてきました。
そして驚

おどろ
くべきことに、実在するモデルが三人もいたんです。京都の伏見人形

をはじめ日本各地で作られた福助さんですが、私たちがよく知る顔かたちに定
着し、愛くるしいキャラクターになったのは明治時代後半になってからでした。
本展では、角川文化振興財団所蔵の福助人形約100点を中心に、引

ひき
札
ふだ
やグッズ

化された福助さんの展示を通して、顔立ちや姿の変化、イメージチェンジした
背景など、福助に秘められたなぞを紐

ひも
解
と
いていきます。今回の秘宝館はいろい

ろな顔の福助さんが大集合！　ぜひ、お気に入りの福助さんを見つけてみてく
ださい。
最後になりましたが、この展覧会を開催するにあたりご協力いただいた方々に、
心より感謝の意を表します。

主催者
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［凡例］
・ 本図録は、荒俣ワンダー秘宝館（角川武蔵野ミュージアム）企画展「WHO IS FUKUSUKE-SAN？ 
～ラッキー・ゴッドキャラクターのなぞ～」の記録冊子である。
・掲載内容は展覧会構成に準じているが、展示された資料がすべて掲載されているわけではない。
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最近は日本に来るインバウンドの間でも、神様や仏様の祀
まつ
られている聖地巡り

が人気だそうです。たとえば京都などを見物する人たちは、鬼
おに
瓦
がわら
やら入り口に

置かれた招き猫やらダルマさんの置物がとても不思議でチャーミングだといい
ます。きっと直感でなにか古い霊

れい
力
りょく
を感じるのでしょう。実は外国のお客様の

ほうが一足早く「クール・ジャパン」の本質に気がついたといえるかもしれま
せん。
招き猫にまけない人気のある置物に「福助さん」があります。よくお店の中に
飾
かざ
ってありますが、この置物こそは江戸時代に庶

しょ
民
みん
がつくりだしたまったく新

しい「神様」なのです。ちょんまげを結った子どもが両手をついてお辞
じ
儀
ぎ
して

いる。この子のどこが「ありがたい」の？　いえ、どこもかしこも、みなさん
に幸せをもたらしてくれる「印

しるし
」を身につけた神様なんです。それを、まるで

最新ファッションのように身にまとっているところが、神様らしいのですね。
この秘密がわかれば、みなさんは日本文化のおもしろさに引き込まれるはずで
す。
みなさん、化かされたと思って、この「ワンダー秘宝館」が誇

ほこ
る福助さんたち

のコレクションをのぞいてみませんか？　古めかしそうな江戸の心がわかりま
す。文明開化の明治のセンスもわかります。日本にどうしてこんなアイドルが
誕生するのか、きっと現在の日本ブームを招き寄せた理由も、すっきりわかる
はずですから。

ワンダー秘宝館主　荒俣宏

だれでも知ってる福
ふ く

助
す け

さんの、
だれも知らない秘密を探そう
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福助さんはいったい何者で、福助人形はどうやって作られたのでしょう。大
おお
田
た
南
なん
畝
ぽ

の『一
いち
話
わ
一
いち
言
げん
』（安永８ー文政３・1779-1820）によると、福助人形は享

きょう
和
わ
３年（1803）

に流行したようです。人々はなぜ、可愛いとはいいがたいおじさんのような顔をし
た人形を買い求めたのでしょうか。そのわけを知る手がかりが、ここで紹介する三
つの福助伝説に潜

ひそ
んでいます。福助さんには、実在するモデルがいたんです。

第一章では、「福助」というキャラクターが誕生するきっかけを探ります。さあ、
なぞ解きのスタートです。

福助さんは実在した

?
?一一
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展示資料より
福助人形

高さ40㎝程の信楽焼の福
助人形。珍しい立ち姿の福
助さんです。

大正～
昭和 こちらも珍しい立ち姿

の福助人形。色使いや
後ろ姿にも注目してみ
てください。
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少々ややこしゅうございますが、福助さんには三人のモデルがいるといわれております。
福助伝説とでもいいましょうか……。その方々をモデルに作ったわたくしの人形が、
日本各地に広まったそうです。詳しくは次のページでお話しいたしましょう。
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はじめまして。わたくし、叶
かのう
福
ふく
助
すけ
と申します。

わたくしを飾
かざ
ると幸運に恵まれるようでして、

古くから縁
えん
起
ぎ
がよいものとして親しまれています。

自己紹介
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福助伝説 �����������������������

京都の呉
ご

服
ふ く

屋
や

「大
だ い

文
も ん

字
じ

屋
や

」の主人
その

一
大文字屋（大丸百貨店の前身）の創業者・下村彦

ひこ
右
え
衛
も
門
ん
正
しょう
啓
けい

（1688-1748）は、わずか30年ほどの間に大阪、名古屋、江戸に
店を構える優れた商売人でした。背が小さく、頭が大きく、耳
たぶが大きく垂れ下がり福がありそうな姿をしており、商売上
手で人柄も良い彦右衛門正啓にあやかろうと、人々が人形を作
りました。それが福助人形のはじまりだといわれております。
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享和２（1802）年に亡くなった百姓佐
さ
五
ご
右
え
衛
も
門
ん
の子・佐

さ
太
た
郎
ろう
は、

身長が二尺（約60㎝）ほどしかない小柄な子どもでした。しか
し、頭が大きく身長が低いことが幸いし、見

み
世
せ
物
もの
（珍しいもの

や芸などを見せるイベント。江戸時代から明治時代にかけて流行）
に出るなどして、幸運に恵まれました。1800年代はじめの江戸
の見世物に福助が登場したという記録が残っています。そのう
ちのひとりが、佐太郎だったかもしれませんね。
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摂
せ っ

州
し ゅ う

西
に し

成
な り

郡
ぐ ん

（大阪）の百姓の子
その

二
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◀図１をご覧ください。花
はな

廼
の

舎
や

静
しず

枝
え

が書いた『大
だい

丸
まる

騒
そう

動
どう

綾
あや

錦
にしき

都
みやこ

乃
の

花
はな

衣
きぬ

』（明
治25・1892）の表紙に福助さんがいます。江戸時代中期頃に伏見の百

ひゃく

姓
しょう

の家に
生まれた下村彦右衛門（幼名彦

ひこ

太
た

郎
ろう

）は、頭が大きくて背が小さく、耳が肩ま
で垂れていました。彦右衛門は大変商売上手で、その成功ぶりを目にした人形
屋が彦右衛門の姿を人形にして「福助」と名付け売り出したところ、大流行し
たという話です。大文字屋のエピソードをもとにしたフィクション物語ですが、
福助さんのなぞが少し解けてきましたね。
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滋
賀
の

伊い

吹ぶ

き

も
ぐ
さ

「
亀か

め

屋や

」の
番
頭

その

三

亀屋の六代目当主松
まつ
浦
うら
七
しち
兵
べ
衛
え
（1782-1850）を助けた名物番頭・

福助（1781年以降生まれとされる）をモデルにした人形が流行
したという文書が亀屋に伝わっています。それによると、正直
一
いち
途
ず
でふだんの日は裃

かみしも
を着て扇

せん
子
す
を手ばなさず、道ゆくお客を

手招きしては、どんなお客でも大切にしたので、店が大変繁
はん
昌
じょう

したそうです。当主もこの番頭を大事にし、伏見の人形屋に福
助人形を作らせました。
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実在する人がモデルになっていますが、生い立ちごと偶
ぐう
像
ぞう

化
か
されたわけではなく、容姿や商売上手、実

じっ
直
ちょく
な人柄とい

ったエピソードが「福助さん」像に使われたんですね。

▶図２をご覧ください。歌川広重
「木

き

曽
そ

海
かい

道
どう

六
ろく

十
じゅう

九
きゅう

次
つぎ

柏
かしわ

原
ばら

」（天保６
－８・1835－1837）に亀屋の巨大
福助が描かれているのです。文化
12（1815）年頃にこの店構えが完
成したことから、1815年から1837
年の間に巨大福助人形が設置され
たと考えられます。現在は二代目
福助人形が店先に座っています。

図２：歌川広重「木曽海道六十九次 柏原」国立国会図書館
�����������������	������������������������������������������������������������
���������������
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福助さんは架空の人物ではなく、実在するモデルをもとに当時の人々が作り上げたキャラクター
でした。幸運にあやかりたいという思いから人形が作られたり、十

じっ
返
ぺん
舎
しゃ
一
いっ
九
く
の『叶

かのう
福
ふく
助
すけ
咄
ばなし
』

（文化２・1805）といった物語にも登場するようになります。極
きわ
めつけに、縁

えん
起
ぎ
物
もの
を集めた有

う
卦
け

絵
え
でも人気キャラクターに上りつめ、福の神の地位を確立しました。人気者の福助さんはあち

こちで描かれ、大
だい
黒
こく
天
てん
や恵

え
比
び
寿
す
といった有名な神様と並んで、当時のチラシ（引

ひき
札
ふだ
）の顔とな

ります。ラッキー・ゴッドの誕生です。

福助さん、
キャラクターになる
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展示資料より
福助人形

▲大和屋（美濃）
ラッキーアイテム：扇子
福助人形のはじめの姿を知らないとただのおじさんに
見えてしまいますが、裃を着て正座をし、左手に扇子
を持つ姿かたちは、伏見人形型といえるでしょう。こ
の人形は岐阜の人形屋で作られたもので、福助人形が
全国に広がっていたことを示す一作です。

大正～
昭和

明治35年
8月12日

▲ラッキーアイテム：
豆絞りの裃、日の出に
松原の扇子、福耳

▶ラッキーアイテム：
ふくらすずめの裃、
日の出の扇子

▲ラッキーアイテム：
松模様の裃、梅の扇子、
着物には叶マーク、福耳
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福助人形、大流行
福助人形は1800年頃までに作られ始めました。さまざまな出来
事を書きとめた『享

きょう
和
わ
雑
ざっ
記
き
』（享和３・1803）によると、京都

の伏見で作られていた福助人形が江戸に流入したそうです。そ
の後江戸の市中で流行り、浅草周辺で福助人形がたくさん売ら
れていたという記録が残っています。商売上手、素直な人

ひと
柄
がら
、

ご利益がありそうな姿……、そんな福助さんにあやかろうと人々
は福助人形を買い求めました。ここで紹介する福助人形は、み
んなお辞

じ
儀
ぎ
をしていません。実は、この正

せい
座
ざ
をして扇

せん
子
す
を広げ

るポーズこそが、伏見で作られた初期の福助人形のかたちなん
です。伏見人形が各地に広がり、似たポーズの福助人形が各地
に広がったと考えられます。縁

えん
起
ぎ
物
もの
のおみやげとして普及した

ため、制作年や作者がわからないものばかりですが、明治時代
後半から昭和のはじめにかけて盛んに作られました。
福助人形の顔をじっくり見てみてください。この人形のどこに
福が隠れているのでしょうか。まずは、ポーズです。広げた扇

せん

子
す
を胸の前にあてるこのかたちを左うちわと呼び、余裕がある

暮らしぶりを表します。福助さんもニンマリ笑っていますね。
カラフルな着物はオシャレなだけではありません。めでたい柄
の豆絞り、ふくらすずめ、松原などが描かれています。そして、
扇子のなかにも富士、松林に日の出、梅などが描かれているん
です。たくさんの福を身につけたラッキー・ゴッド福助さん。
なんとも縁起がいいですね。
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◀
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
作
ら
れ
た
刷
り
も

の
か
ら
、
左
う
ち
わ
が
伏
見
人
形
、
手
招ま
ね

き
タ
イ

プ
が
住
吉
人
形
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

い
ち
ば
ん
上
は
「
雷
門
は
ね
助
」
と
い
う
玩が
ん

具ぐ

。
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叶福助家の系図
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『東海道中膝栗毛』の作者で有名な十
じっ
返
ぺん
舎
しゃ
一
いっ
九
く
が書いた『叶福

助咄』（文化２・1805）にこのようなやりとりが載っています。
大黒天が「娘の吉

きっ
祥
しょう
天
てん
女
にょ
の婿

むこ
にいい人はいないか」と福

ふく
禄
ろく
寿
じゅ
に

尋ねたところ「いる、いる、叶福助という世の中にもてはやさ
れる男が。裃

かみしも
を着て、かしこまっておる」と紹介されました。

そして、福助さんは吉祥天女と結婚し、大黒天の義
ぎ
理
り
の息子と

なったのです。江戸時代のフィクション物語に登場するほど「福
助さん」というキャラクターは流行っていたんです。
福助さんの謎が少しずつ解けてきましたね。福助伝説から生ま
れたキャラクター・福助さんの人形が各地に広がり、福の神と
して市民の人気者になりました。つづいて、めでたい「ふ」が
つくものを集めた有

う
卦
け
絵
え
のメインキャラクターとして引っ張り

だこになります。こうして福助さんはラッキー・ゴッドの地位
を築き上げたんです。大黒天や恵比寿をはじめとする七福神と
仲がよいのも不思議ではありませんね。

（インド） （帰化）

（仲人）

大黒天

（京都）

大文字屋主人

オオクニヌシ 吉祥天女 

叶 福助

福禄寿

（愛人）おふく（おたふく）

江戸であらため

（長男）

福蔵 あたまが小さく腹が大きい 布袋

（次男）

福六 頭が長い 福禄寿

出典　荒俣宏編著『福助さん』1993年、筑摩書房
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十返舎一九『叶福助咄』より
早稲田大学図書館所蔵
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福助さん、
有
う

卦
け

のメインキャラクターになる
有
う
卦
け
絵
え
とは、有

う
卦
け
無
む
卦
け
説
せつ
に基づいて描かれた絵のことです。陰

おん

陽
みょう
道
どう
では幸運の年回りがあるとされており、幸運期を有卦、不

運期を無卦と呼びます。７年間幸運が続く有卦の期間に入ると、
人々は有卦絵という不思議な絵を飾りました。有卦絵には、富

ふ

士
じ
、藤
ふじ
、福
ふく
寿
じゅ
草
そう
、二
ふた
股
また
大
だい
根
こん
など、「ふ」がつく縁起がいいもの

が描かれたんです。

有卦は江戸の市民に広がった庶
しょ
民
みん
信仰のひとつですが、ここで

も福助さんは福の神として大活躍しました。下の図は「ふ」が
つくもので描かれただまし絵のような福助さんです。目はふぐ、
まゆげは筆

ふで
、耳は袋

ふくろ
、手は文

ふみ
、着物にはふくらすずめ、耳の上

にはふの字、鼻もふの字、口は房
ふさ
、頭は風

ふ
呂
ろ
敷
しき
でしょうか。絵

師の発想力に驚かされる傑作です。
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歌川芳藤「福助図」文久元年（1861）
画像：福助株式会社
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福助さん、
引
ひ き

札
ふ だ

の人気キャラクターになる
引
ひき
札
ふだ
とは、現在でいうチラシのことです。天和３年（1683）に

呉服屋の越後屋（現・三越）が配布したことがはじまりといわれ、
福助人形が流行した頃には庶民も引札を手にしていたようです。
最初は文字が多い単色刷りでしたが、印刷技術の発展とともに
色鮮やかな引札がたくさん作られるようになりました。縁起が
よい七福神や風景、美しい女性などと並び、福助さんも引札の

人気キャラクターとしてたくさん描かれました。
引札も福助人形と同様に、明治時代はじめに描かれた福助さん
は子どものような表情ではありませんでした。しかし、時代が
新しくなると顔が可愛くなるだけでなく、洋服を着た福助さん
も現れます。色鮮やかでわくわくする引札はチラシとしてだけ
でなく、家中に貼ってインテリアとしても楽しまれました。
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楽しい引札
引札には縁起がいいものがたくさん描かれていま
す。鯛

たい
、小

こ
槌
づち
、俵、富士山、金のなる木……など。

右の図は「藻
も
」を「刈

か
る」様子が描かれています。

「もをかる」「もーかる」……そうです！　「儲
もう
かる」

を絵で表現しているんです。このような洒
しゃ
落
れ
を探

してみるのも楽しいですよ。
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絵師の仕事は引札の絵を完成させるまでです。印刷業者は正月の挨拶準備シー
ズンになると、見本帖を持って地方の印刷業者まで営業にでかけました。商店
が直接引札の図案を選ぶのではなく、大規模な卸売り制度が整っていたんです。
商店の名入れは地方の印刷業者の仕事だったんですね。だから、商店名が異な
る同じ絵柄の引札があるんですよ。
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引
札
見
本
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明治後期～
大正

明治中期

明治中期頃 三原伊三郎／米穀薪炭

片岡重造／醤油
福助さんの顔に注目してください。ニンマリ笑いながら
手招きする姿は、後に登場する可愛い福助さん像とは程
遠いですね。明治時代中期頃の引札に登場する福助さん
は、手招きをしていたり左団扇のスタイルが多いんです。

長谷川貞信（二代）

小山七蔵商店／桐材建具他
これぞ新しい福助さん！　モーニング姿でキセルを咥

くわ

える洋装福助さ
んの登場です。背景には飛行機や電車、トラックなども描かれ、新し
い時代を感じさせる一作といえます。まるでアールデコのような模様、
鮮やかな色調にも注目してみてください。

引札見本

明治時代中期頃の福助さんと見比べてみてください。顔つ
きがすっかり変わり、可愛らしい子どものような姿になり
ました。扇子を持って手招きしていたスタイルも徐々に変
化し、動きが加わるようになります。



?
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江戸時代後期に庶
しょ
民
みん
の間で起こった福助さんブームが、消えることなく続いたのは

なぜでしょう。実は、福助さんを国民的キャラクターへとおしあげた立
たて
役
やく
者
しゃ
は、福

助足
た
袋
び
（現・福助株式会社）でした。看板や商品につける目印に福助さんを採

さい
用
よう
し、

オシャレなレッテルや新聞広告を使って福助さんを全国に広めました。私たちがよ
く知るお辞

じ
儀
ぎ
スタイルの福助さんは、福助足袋のオリジナルデザインなんですよ。

福助マークは少しずつ見直され、ついに可愛らしい子どものような顔の福助さんが
誕生しました。

商
し ょ う

標
ひ ょ う

になった福助さん
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三三

時代による
顔立ちの変化に注目！

福助人形

明治～
昭和

明治●年
三月十●日 昭和

ここに展示している四体の福助人形は、豆絞
りの裃を着てお辞

じ

儀
ぎ

をしています。福助足袋
が博多人形にお辞儀タイプの福助さんを作っ
てもらったことで、このスタイルが福助人形
のスタンダードな形として広がりました。左
の作品の裏面には「福助株式会社謹製」とあ
ることから、あいさつ用に作られた人形だと
いうことがわかります。古い時代に作られた
人形と異なり、子どものような表情ですね。
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大正6年（1917）より、ホーロー製軒吊丸看板を掲げる
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福助足袋と福助さん
福助足袋（現・福助株式会社）の創業は明治15年（1882）。
辻
つじ
本
もと
福
ふく
松
まつ
が大阪の堺ではじめた「丸

まる
福
ふく
」という足

た
袋
び
装
しょう
束
ぞく
卸
おろし
問
どん
屋
や

でした。福松は創業と同時に自分の名から一字とって○福のデザ
インを考案し、店のマークに使っていました。ところが、明治
32年（1899）和歌山に販路を広げたとき、丸福足袋坂

さか
口
ぐち
茂
しげ
兵
べ
衛
え

から「○福を先に使ったのは坂口だから、商標を取り消すように」
と訴えられました。福松もマークを届け出ていましたが、当時
の商標条例は不備だらけだったため、結局負けてしまいマーク
を取り消すことになりました。長年売り込んだマークが使えな
くなり、福松はすっかり落ち込んでしまいます。

そんな福松を救ったのが、なんと福助さんだったんです。息子
の豊
とよ
三
さぶ
郎
ろう
が恒例となっていた正月のお伊勢参りに出かけたとき、

古道具屋で福助人形に出会います。胸をうたれた豊三郎は「こ
れだ、これを新しい商標にしよう」と買い求め、福松に福助人
形を見せます。絵が得意だった福松は、すぐに筆をとって福の
紋が入った着物を着る福助像を描き、特許局へ登録しました。
明治33年（1900）7月18日、こうして新たな商標「福助」が誕
生しました。ラッキー・ゴッド福助さんは、福助足袋のピンチ
も救ったんですね。
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福助さん、全国に広がる
福助足袋は創業当時から広報に力を入れていました。すでに明
治20年（1887）には、○福マークを用いた引札を配布し、新聞
広告も出していました。福助さんはパッケージやレッテル、ポ
スターに描かれただけでなく、足袋を輸送するトラック、看板、
交通安全ポスターにも使われ、福助足袋の顔として親しまれる
ようになりました。
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◀創業当時の店舗
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◀豊三郎が伊勢の
古道具屋で購入し
た福助人形
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◀明治33年7月18日　第14686号として
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福助足袋
看板
この看板に書かれている「福助
足袋」の書体が定まったのは大
正8年（1919）年のことです。
小林富次郎商店（現・ライオン
株式会社）から紹介してもらっ
た筆者の永坂石

せきたい

によるもので、
力強く格調の高い「福助足袋」
の文字が生まれました。

福助足袋　
看板

足袋の形をした非常に珍しい看板で、平成13
年（2001）に模造されたものです。福助さんが
最初期の表情をしていることから、明治33年
から38年頃に使われたデザインといえます。

福助足袋　
足袋型看板

昭和初期

十
じゅう
二
に
支
し
福助シリーズ

宮﨑隆作（京人形師）

昭和43年（1968）から制作されている「十二
支福助」は、ラッキー・ゴッド福助さんと干支
が組み合わさった人形です。デザインから色付
けまで職人の手作業で行われており、いろいろ

な姿の福助さんを楽しむことができます。福助
株式会社の新年のごあいさつ品として作られて
いるため、なかなか手にいれることができない
レアな福助人形としても知られているんですよ。
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令和２年（2020）

踊兎
平成11年（1999）福徳福助

平成25年（2013）

��

昭和23年「タビーズ」の名称で外国人向け足袋を輸出

福助マークの変遷
1900年に商標登録されたマークから少しずつ変化
していることに気づきましたか。特に明治から大正
にかけての変化は大きく、昭和に入ってから顔かた
ちが安定しました。この看板にある最新の福助マー
クは1966年以降に使用されていたものです。

レッテル
レッテルとは商品に貼る紙札のことです。
華やかなデザインのレッテルを貼り、立
派なパッケージをつけて販売をしたのは、
福助足袋が初めてなんですよ。本資料は
当時のレッテルのデザイン性や質の高さ
を知ることができる貴重な一品です。

す
べ
て
、
福
助
株
式
会
社
所
蔵

昭和初期

白午絵馬福助
平成26年（2014）
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アメリカからやってきた福の神、
ビリケンさん

足の裏をなでると
ご利益があるとか……
「われは世界の民に幸福を授ける神である。わが姿を彫刻とし、出品
するがよい。われを喜ばせるには、一日に一回、わが足の裏を搔

か
けよ。

われはそれによりて満足するだろう」というお告げがあったとか。

大阪のシンボルキャラクター「ビリケンさん」が、実はアメリカ出身だと知っていましたか？
明治時代終わりに日本にやってきた外国のラッキー・ゴッドが、七福神や福助といった
日本の福の神に仲間入りします。七福神改め、八福神のはじまりです。
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物事のあるべき姿を司る神様
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ビリケンさんのプロフィール ��������	�������������
◆特徴：とんがり頭に一束の髪の毛／つり目でニッコリ笑っている／ずんぐりした体型／
両足が大きい／丸裸

◆生まれ年：明治41年（1908）
◆出身地：アメリカ
◆名前の由来：第27代大統領ウィリアム・ハワード・タフト（William Howard Taft, 
1857-1930）の愛称ビリーからつけられたとされていますが、カナダの詩人ブリス・カ
ーマン（Bliss Carman）によるMr. Moon: A Song of the Little People（『ミスター・ム
ーン：小人の歌』1896年）に由来するという指摘もあります。

◆来日：おそらく明治42年（1909）頃（すでに銀座の店先に並んでいた）
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日本にやってきたばかりのビリケンさんは、台座にちょこんと座っているだけ

でしたが、「もっとご利益がある姿にアレンジしてみよう」と和
わ
洋
よう
折
せっ
衷
ちゅう
ビリケン

が作り出されました。石
いし
田
だ
龍
りゅう
蔵
ぞう
著の『明治変態風俗史』（昭和9・1934）に、菟

う

道
じ
春
はる
千
ち
代
よ
がデザインした「日本ノビリケン」が載っています。米俵の上に座り、

小槌を持つビリケンさんの背後には小判が。商売繁昌の神様らしくなりましたね。
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明
治
末
に
商
標
登
録
さ
れ
た
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画像：田村駒株式会社
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ビリケンさんの由来
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�
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ビリケンさんは、1908年アメリカミズーリ州カンザス市に
住む女性芸術家、フローレンス・プリッツ（Florence 
Pretz）によって作られました。

来日後のビリケンさん
日本に伝わったラッキー・ゴッドにいち早く目をつけたのが神
田屋田村商店（現・田村駒株式会社）でした。創業者の田

た
村
むら
駒
こま

治
じ
郎
ろう
は、商品の向上発展、取引先の商売繫昌を願い、明治44年

（1911）にビリケンさんを商標登録しました。ビリケンさんは
社のシンボル、福の神として親しまれています。

着想のきっかけは？
－夢に出てきた
プリッツは「The Craftsman’ s Guild Chicago」主催のコンテ
ストに出品する作品をどうしようか迷っていました。そこに現
れたのがビリケンさんだったんです。「われを作って出品せよ」
という夢を見たプリッツが、ビリケンさんを作って出した結果、
コンテストで優勝したといわれています。まさに、ラッキー・
ゴッドですね。
しかし、プリッツは1905年頃からすでにビリケンの着想を得て
いたようです。きっかけは、プリッツの先生フロイ・キャンベ
ル（Floy Campbell）のゴッドコレクションでした。もしかす
ると、ここに東洋の神々が含まれていたかもしれませんね。

ビリケンがイヌイトの伝統工芸品として市場に出回っていたことから、長年ビリケン
由来のひとつとされていました。しかし近年の研究で、イヌイトで初めてビリケン像
を作ったのはハッピー・ジャック（19世紀末から20世紀にかけて活躍）だったことが
判明し、その後はビリー・ビリケン（1899-1941）によって作られていたことがわかり
ました。ハッピー・ジャックは商人に勧

すす
められ、当時流行っていたビリケン人形を彫

ってみたようです。ビリー・ビリケンはサインを残す代わりに、作品に小さなビリケ
ン人形を付けていました。つまり、イヌイトのビリケン人形は伝統的な像ではなく、
みやげ物として作られた新しい工芸品だったんです。
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▶『セントルイス・ポスト・ディスパッチ』
1909年11月7日
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左）昭和 24年（1949）制
作のビリケン像
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右）令和６年（2024）３月、
田村駒株式会社創業130周
年を記念して大阪本社前に
建立された「船場のビリケ
ンさん」。
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誕生の地アメリカでの流行は1912年頃まで
でした。しかし、日本では今も一度は見た
ことがあるキャラクターとして親しまれて
います。ビリケンさんは日本に馴染み、ラ
ッキー・ゴッドとしての地位を築いたんで
すね。
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画像：田村駒株式会社
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昭和10年
（1935）頃

明治末に商標登録されたもの
画像：田村駒株式会社

無地綿布
田村駒株式会社が発行した布地の見本帖です。商標登録されたことで、
ビリケンさんやキューピーさんが商品の印として使われるようになり、
全国に広がっていきました。本資料は戦前に作られたものですが状態
もよく、当時の布地のことや文化を知る貴重な資料といえます。

ビリケン像

◆1と◆3 のビリケンさんは、アメリカのビリケン・カ
ンパニーが作ったビリケン像の表情によく似ている
ことや、台座が1909年に特許登録されたオリジナ
ルに近いことから、初期に作られたものと考えられ
ます。一方で、◆2 のビリケンさんは裏面に「田村駒」
の商標シールが入っていることから、比較的新しい
時代に日本で作られたものだということがわかります。
◆4 のビリケンさんは象牙かセイウチの牙かなにかで
作られた一品です。イヌイトの間でつくられたビリ
ケンのようにも見えますが、象牙のビリケン像は

1950年代に日本でも作られており、いつどこで作
られたものかははっきりわかりません。
◆6 のビリケンさんは、模様付きの小さな台座に座
っています。じっくり見てみると、他のビリケンさん
との違いに気づきませんか。なんと足の裏に土踏ま
ずがあるんです。このビリケンさんは日本製のビリ
ケン像の顔かたちによく似ていることから、日本で
作られ輸出したもののひとつかもしれません。

島本・下中コレクション
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松
尾
稲
荷
神
社
の
絵
馬昭和10年

（1935

無地綿布

明治末に商標登録されたもの明治末に商標登録されたもの明治末に商標登録されたもの
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展示資料より
福助人形

��

福助さんってオシャレさん
福助さんの顔はだんだん変化していき、今のような愛くるしい顔のキャラクターになったこ
とに気づきましたか？　福助人形は江戸時代後期から盛んに作られるようになり、京都の伏
見人形をはじめ各地に広がりました。そんな福助さんの着物や持ち物をじっくり観察すると、
とってもオシャレなんです。「福」の字が船になっていたり、キラキラの着物を着ていたり、
作り手のこだわりが伝わってきますね。
第四章では、ただの土

つち
人
にん
形
ぎょう
ではなく実物の着物を着た人形や、古くから身の回りの品として

使われていた福助アイテムを集めました。福助さんに隠された「趣
おもむき
」を探してみてください。
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明治 昭和

大正～
昭和

明治

福
助
首
振
り
人
形

▲三重県四日市市で作られた萬
ばん

古
こ

焼
やき

の福助
人形です。お辞儀タイプ以前のもので、表
情もまだ子どもらしいとはいえません。小
刻みに首を振る様子が面白い作品です。

▲素焼きの福助人形に彩色したもので、本物の布地で
できた着物を身につけています。ちょんまげ姿でお辞
儀をしている姿は福助さんそのものですが、今まで見
てきた福助人形に比べると美形だと思いませんか。他
の人形とは異なる目の表現にも注目してみてください。

▼絢
けん

爛
らん

豪
ごう

華
か

な九谷焼の福助人形。デコ盛り
と呼ばれる絵具が立体的に盛り上がった絵
付け技法で作られた一作です。このような
色鮮やかで派手な柄の着物を着こなすなん
て、福助さんはオシャレさんですね。

▶福助さんといえば裃
が定番ですが、幕末か
ら明治にかけて新しい
礼服となった羽織はか
ま姿の福助人形も作ら
れました。もっと
時代が新しくなる
とモーニング姿の
福助人形も登場す
るんですよ。
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昭和初期

昭和

昭和

昭和

大正
初期頃

大入り札
手をつきお辞儀をする福助さん。叶の
紋入りの着物を着て、いかにも縁起が
よいです。恐らく商売繁昌の客寄せに
使われていたもので、昭和初期から中
期にかけてたくさん作られました。

引札見本
島御風
大正～昭和に活躍した日本画
家・島

しま

御
み

風
かぜ

によるもの。呉服屋
向けのデザインだろうか、福助
さんが持つ籠には「五福」の文
字が書かれており、「呉服」と
掛けていることがわかります。

昭和初期

福助水回り
子ども用のブリキ玩

がん

具
ぐ

。背面に
ある水車に水が落ちるとくるく
る回り、福助さんが太鼓をたた
くという仕組みになっています。
福助さんがよく着ている豆絞り
柄ではなく、亀

きっ

甲
こう

柄の裃を身に
つけた珍しい一品です。

福助人形
ラッキーアイテム：福耳、
船の帆に「福」の字、豆絞
りの裃、黒地の小袖に金色

智
本作品をじっくり見てください。凹

おう

凸
とつ

に気
づきましたか。福助さんとおふくさんが着
ている着物は、本物の生地で表現されてい
るんです。押

おし

絵
え

細工といって、江戸時代に
生まれた手芸を使って描かれた作品です。
傘の内側には「はん栄」の文字があり、餅

もち

花には「寿」や「一億万圓」が書かれてい
ます。ふたりとも着物の柄を亀

きっ

甲
こう

花
はな

菱
びし

の紋
様でそろえ、とても仲がよさそうですね。

福助とおふく

福
助
大
う
ち
わ

初期頃

明治40年製の
パッケージデザイン
当時、足袋に立派な包装をする
店は福助足袋だけでした。本パ
ッケージは帆をはった船に足袋
の木箱を積み、福助さんがお辞
儀をしているデザインで、豪華
な三色刷りです。以降、さまざ
まなデザインのパッケージが生
み出されました。

昭和昭和

福
助
大
う
ち
わ
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西暦 和暦

1803 享和3

大田南畝『一話一言』（1779-1820成立）に福助人形
が流行したと記される
柳川亭『享和雑記』に山城の伏見（京都）で作られ
た叶福助という人形が江戸で流行すると記される

おお た なん ぽ

りゅうせん てい きょう わ ざっ き

1743 寛保3 福助伝説その一の大文字屋が江戸に進出する（京都の本店は 1717 年〈享保２〉創業）

1831 天保2 歌川国芳画の有卦絵「三宝に坐る福助」に福助が描かれる

1849 嘉永2

1773 安永2 福助が『吹寄叢本』に登場（ここでは徳助と呼ばれた）。おふくをめとった
ふき よせ そう ほん

1858 安政5 歌川国芳画「有卦福曳の図」。「ふ」の字ではじまるものが 40 種類以上も描かれている
う け ふく ひき

1837 天保8
伊吹もぐさ亀屋（現・合同会社亀屋佐京商店）の店先に座る巨大福助人形が、歌川広重の「木曽海道六十九次　柏原」に
描かれる

1805 文化2

春、滑稽本 振鷺亭『叶福助略縁記』に叶福助神の
開帳が記される
南仙笑楚満人『叶福助出世縁記』
絵本『初春三福話』に福助とおふくが載る（『摂陽
奇観』巻ノ四十四 文化２年の頁）
冬、名古屋で福助人形が流行（『猿猴庵日記』）
十返舎一九『叶福助咄』（文化２年序）に福助婿入
りの話が記される

しん ろ　 てい かのう ふく すけ りゃく えん ぎ

かのう ふく すけ しゅっ せ えん ぎ

せつ よう

き かん

えん こう あん

1791 寛政3 『俚言集覧』（1797-1829 頃に成立）に福助人形が寛政年間（1789-1801）に作り出されたと記される
り げんしゅうらん

1804 文化元
春頃、江戸市中に福助人形が流行（加藤曳尾庵『我衣』）。浅草寺境内で福助人形が
売られる（『巷街贅説』）
春頃、上野山下にて福助の見世物が行われる（『街談文々集要』）
南仙笑楚満人『叶屋福助話』

か とう え び  あん

こう がい ぜい せつ

わが ころも

がい だん ぶん ぶんしゅうよう

なん せんしょう そ  ま ひと

1861 文久元

1867
慶應3

できごと

『叶福助略縁記』
富山市立図書館山田孝雄文庫所蔵

曳尾庵『我衣鈔 12 巻』三（巻七、八、
九），写 . 国立国会図書館デジタル
コレクション
https://dl.ndl.go.jp/pid/11607888
（参照 2024-09-18）

一鵬斎芳藤
「木性の人 酉の年酉八の月上の
酉の五日酉の剋有卦に入ル」

歌川広重
「九月三十日酉ノ日酉ノ刻木性ノ
人請ニ入」

1800 年頃までに福助人形が作られるようになり、大流行した
ことが当時の書物に記録されています。『享和雑記』には、棚
に置いた福助人形に朝夕ご飯を供え大切にもてなし、お願い
ごとをしたと書いてあります。本当に願いごとが叶ったかは
わかりませんが、江戸の市民に親しまれたラッキー・ゴッド
だということがうかがえますね。

明治 5 年（1872）に新しい暦の太陽暦へ移りましたが、
有卦絵は消えることなく残りました。
明治に入ると新しい文明にふれる福助さんやおふくさん
が描かれたんですよ。
そして福助さんは、有卦絵だけでなく引札（チラシ）の
顔としても人気のキャラクターにのぼりつめるんですね。

このあたりから有卦絵の出版が本格的に
はじまったと考えられます。「ふ」からは
じまるラッキー・ゴッド福助さんは、有
卦絵のメインキャラクターとなりました。

福助さんは、人形が
作られるくらい人気
の福の神になります。
人気キャラクターは大
忙し！　小説の主人
公にもなるんです。

年表でたどる福助さん
（江戸時代編）
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西暦 和暦 商標とキャラクターの歴史 詳細・社会

1888 明治 21

1890 明治 23

1900 明治 33

ジャパン・ブルワリー・カンパニー（現・
キリンビール株式会社）が麒麟をラベル
に採用し「キリンビール」を発売。販売
翌年には、現在のラベルの原型となる麒
麟を大きく描いたデザインに変更

1904 明治 37

キリンのラベルが誕生

少年雑誌『少年園』が創刊される

恵比寿ビールのエビス様が誕生 2月発売された「恵比寿ビール」のラベルに使われる

花王のお月さまマーク
が誕生

創業者・長瀬富郎が考案したマーク
が「花王石鹸」のマークに使われる

なが せ とみ ろう

画像：花王株式会社

福助マークが誕生 福助足袋（現・福助株式会社）が福助を商標登録

大阪で『お伽絵解こども』が創刊される

画像：福助株式会社

1905 明治 38

1906 明治 39 博文館が『幼児画報』を創刊

1908 明治 41

大礼服マーク誕生
（森下仁丹）
※健康を世界に運ぶ薬の外交官を
　イメージ

森下南陽堂（現・森下仁丹株式会社）が大礼服マークを商標登録

ビリケン誕生 アメリカの女性芸術家・フローレンス・プリッツがシカゴの展覧会に出品

ゴールインマークが誕生（グリコ） 江崎商店（現・江崎グリコ株式会社）が「グリコ」にゴールインマークを使う

大正末期頃にブルドックマークが誕生 三澤屋商店（現・ブルドックソース株式会社）がラベルにブルドッグを使う

1909 明治 42
キューピー誕生

ビリケンが日本に伝わる

KINCHOの金鳥マークが誕生1910 明治 43 創業者・上山英一郎が鶏マークの金鳥を商標登録する
この頃、日本は玩具の生産と輸出に力を注いでいた

1911 明治 44
神田屋田村商店（現・田村駒株式会社）がビリケン
を商標登録する

1912 明治 45
ビリケンが大阪の新世界に開場した
遊園地「ルナパーク」に設置される

1913 大正 2 キューピーが日本に伝わる

1915 大正 4 贈答品展覧会の記事「最新流行の福の神キユーピー人形ありて」
（『讀賣新聞』1915 年12月16日朝刊）

1922 大正 11
グリコにおまけのカードがつく

1924 大正 13 童謡「キューピーさん」が発表される

1925 大正 14
キユーピー誕生

食品工業株式会社（現・キユーピー株式会社）がマヨネーズを発売。
商標にキユーピー人形を使用する

童謡「キューピー・ピーちゃん」が
発表される1930 昭和 5

1933 昭和 7 ビスコ坊や誕生

1923 大正 12

1931 昭和 6 のらくろ誕生

明治22年（1889）
現在のラベルの原型となった
デザイン

画像：キリンホールディングス株式会社

ローズ・オニールがアメリカ雑誌 Ladies' Home Journal にキューピーのイラストを
発表

画像：花王株式会社

画像：福助株式会社

き　りん

象印マホービン株式会社が象をトレードマークとする象印の象マークが誕生

画像：花王株式会社

明治の終わり、ビリケンさん
とキューピーさんがアメリカ
から日本にやってきて、福の
神に仲間入りしました。ちょ
うどこの頃、福助さんも可愛
らしい姿かたちに変化したん
です。子ども向けの雑誌やお
菓子に付録がついたり、消費
行動の中心が子どもに移って
いく時代でした。

商標とキャラクターの歴史
（明治～昭和初期）

ラッキー・ゴッド福助さんは、人形、小説、有
う
卦
け
絵
え
、引
ひき

札
ふだ
など、さまざまなところで活躍する人気キャラクター
になりました。キャラクター文化のはしりが福助さんだ
ったんですね。昭和に入るとさまざまなキャラクターが
誕生しますが、その下地をつくったのは商品や企業のシ
ンボルマークでした。明治から昭和初期にかけて誕生し
たマークの歴史を見ていきましょう！
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